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水と緑と人の和でうるおいのあるまち ………… 野木町

平成19年 OCTOBER
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�主な内容

・第３１回町文化祭のお知らせ
・CULTURE & SPORTS
・広報連絡委員レポート
・お知らせ
・With You
・Topics ～町の話題・投稿～

◆公民館　館報ふれあい　　119号

自陣に引きずり込め！
(９月16日野木中運動会　「THE・横綱」～変形綱引き～）
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���参加者募集���
�囲碁大会
　１０月２８日（日）

　午前９時３０分～（受付/午前９時～）

〈対局〉５回戦（各クラスごと）
※Ａクラス（３段以上）、Ｂクラス（２段以下）

〈手合割〉野木町囲碁クラブ手合割による
〈参加料〉1,500円（昼食代含む）
〈申込方法〉当日参加で受付

�将棋大会
　１１月４日（日）

　午前９時３０分～（受付/午前９時～）

〈対局〉５戦方式（各クラスごと）
※Ａクラス（初段以上）、Ｂクラス（１級以下）

〈手合割〉駒落戦（日本将棋連盟規約による）
〈参加料〉1,500円（参加賞・昼食代含む）
〈申込方法〉１０月９日～１９日に参加料を添え町
公民館へ。会員の方は、地区担当役員へ出欠を

連絡。当日申込は不可。

問町生涯学習課　�（57）4188

町将棋クラブ役員町囲碁クラブ役員

青木　猛服部輝夫西沢久作高澤幹夫

（56）1704（57）1159（57）0172（57）4211

桜井康夫秋元　清遠藤直行

（56）1805（55）2603（57）2320
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空手道教室(前期)

　小学生から大人まで、空手を通し
て、健康な体と精神を養い、競技ス
ポーツとして技術向上を目指します。
日　時　11月9日、１６日、３０日
　　　　12月7日、１４日、２１日（金）
　　　　午後７時～９時３０分
※２月より後期の開催も予定
場　所　町武道館・町体育センター
参加資格　小学生以上定員５０名
※身体に障害のある方も参加できま
すので相談ください。
指導者
　日本体育協会公認コーチ
　　　　　　　　　　福井啓仁先生
　町空手道連盟指導員
参加料　1,000円（全６回分）
申込期間　１０月１０日～２６日
申込方法
　参加費を添え町生涯学習課へ
準備するもの
　運動のできる服装・タオル
　飲み物　等
問町生涯学習課 �（57）4187

第30回町長杯 
バレーボール大会

期　日　１１月１１日（日）
場　所　野木第二中体育館
参加資格　町在住在勤者
種　目　一般男女６人制
　　　　婦人９人制
参加料　１チーム1,000円
　　　　（初参加は登録料3,000円）
申込期限　１１月６日
抽選会　１１月６日（火）　町公民館
問渋谷友子 �（57）0162

第26回町卓球協会 
団体リーグ大会 
第10回町ラージボール 
ダブルス大会

期　日　１１月１１日（日）
場　所　町体育センター
参加資格　　　
　町在住在勤者又は町卓球協会員
種　目
�団体戦
　団体・クラブ・会社・中学生のチ
　ームで１チーム６人以内
�ラージボール卓球
　ダブルス戦
　個人で申込、組合わせは当日
参加料　団体戦１チーム1,000円
　　　　ダブルス戦１人200円
申込期限　１１月８日
抽選会　１１月１０日（土）　町公民館
問針谷良七 �（57）4187
　栗田幸一 �（55）1305

         １９年度マイタウンスポーツ事業 

町卓球教室

日　時　１１月２０日（火）、２３日（金）
　　　　　　２７日（火）、３０日（金）
　　　　１２月４日（火）
　　　　午後７時～
場　所　町体育センター
講　師　町卓球協会
対　象　小学生以上
定　員　３０名
参加料　１人500円
申込期間　１０月１０日～２６日
申込方法　
　参加料を添え町生涯学習課へ
その他　ラケット持参（貸出あり）
問町生涯学習課 �（57）4187

第３回町健康マラソン大会

期　日　１１月１８日（日）
場　所　野木二中周辺コース
種　目　
1.5㎞ひまわりコース
�親子ペア（小学３年以下と親）
�小学生男子・女子（小学３年以下）
２㎞えんじゅコース
�親子ペア（小学４年～６年と親）
�小学生男子・女子（小学４年～６年）
３㎞さくらコース
�中学生女子　　�一般女子
４㎞けやきコース
�中学生男子
�一般男子（高校生以上３９歳以下の部）
�一般男子（４０歳以上の部）
参加料
　親子ペア…1,000円
　一般（高校生以上）・小・中学生…500円
申込期間　１０月５日～２３日
申込方法
　参加料を添え町生涯学習課へ
問町生涯学習課 �（57）4187

第５回町長杯 
グラウンドゴルフ大会

期　日　１１月８日（木）
場　所　あじさい公園
対　象　町在住在勤者
参加料　500円（協会未登録者のみ）
問平田義美 �（57）3843

第４回町バスケット
ボール秋季大会

日　時　１１月１１日（日）
　　　　午前８時３０分～
場　所　野木中新体育館
参加資格　高校生以上のチーム
参加料　１チーム2,000円
申込期限　１０月２７日
問田村勝美 �（57）1185

総合型地域スポーツクラブ
設立準備委員会事業

　 PORTSS
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いきいきセカンドライフ

　団塊世代の方々がこれまで培った
経験等を生かしながら、地域でより
豊かなセカンドライフを過ごしてい
ただくことを目的に講座を開催しま
す。『昭和３０年代の記憶～ちゃぶ台
のあるくらし～』をテーマに企画展
も実施します。あなたの手で『三丁
目の夕日』の世界を再現してみませ
んか。
　退職を迎える方、迎えた方、子育
てに一段落した方などお気軽に参加
してください。ご夫婦での参加も大
歓迎です。
日時・講師・内容　プログラム参照
場　所　町公民館
対　象　町在住在勤者　先着２０名
申込期間　１０月１５日～１９日（１６日～電話可）
受講無料
問町生涯学習課 �（57）4188

いけばな初心者講座

　文化協会華道部主催の初心者対象
講座です。日本には四季折々の花が
あります。クリスマス、お正月、誕
生会等々、お花をいけて楽しんでみ
ませんか。
日時・内容　プログラム参照
場　所　町公民館
講　師　真瀬美智子（草月流）
対　象　町在住在勤者　先着１０名
申込期間　１０月９日～１６日
　　　　　※土日は除く
申込方法　町生涯学習課へ
受講無料
(花代は、実費負担各回1,000円程度）
問文化協会華道部長　真瀬美智子
 �（55）1673

パソコンサロン

　毎月第２木曜日・第３土曜日にボ
ランティアによる初心者を対象とし
たパソコン相談室を開催しています。
日　時　１０月１１日（木）
　　　　午後１時～４時
　　　　１０月２０日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　町公民館２階第４研修室
※申込の必要はありません。
※日程変更の場合もありますので、
公民館掲示板で確認するか、又は
問い合わせください。

問町公民館 �（57）4188

青年学級

　公民館では青年層を対象とした学
級を開催します。同世代の仲間たち
と語り合い、楽しい思い出をつくっ
てみませんか。
日時・内容・場所　プログラム参照
対　象　町在住在勤の１８歳～３０歳前
　　　　後の男女　先着３０名
申込期間　１０月９日～２６日（１０日～電話可）
申込方法　町公民館へ
受講無料　（料理教室材料費、ボウ

リング代は各自負担）
問町生涯学習課 �（57）4177

親子でチャレンジ！ 
いも堀り・いも煮会

　親子で里いも掘りを体験し、いも
汁とおにぎりで楽しく会食しません
か。掘った里いもはお持ち帰りがで
きます。
日　時　１０月２８日（日）午前１０時～
　　　　（雨天時は調理、会食のみ）
場　所　佐川野の岩崎農園
対　象　町在住就学前児（幼児）とそ
　　　　の親　先着２０組
参加費　大人１名　300円
　　　　小人１名　200円
申込期間　１０月１５日～１９日
申込方法　参加費を添え町公民館へ
問町生涯学習課 �（57）4178

　 ULTUREC
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プログラム

内容日時回
開講式
基本実技指導

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

１１/１０（土）①

基本実技指導１１/１７（土）②

基本実技指導１１/２４（土）③

身近な器を使って
　　　　　いけてみよう１２/１（土）④

行事の花をいけてみよう
閉講式１２/８（土）⑤

※内容変更の場合があります。
※ハサミ・はなづつみは各自持参ください。

プログラム

内容テーマ・講師日時回

生活の変化・家庭・
地域について考える
自分なりの新しい生
きがいを発見する

開講式/退屈から
まちづくりへ
　

宇都宮大学教授
廣瀬隆人氏

１１/１９（月）
１９：００～

２１：００
①

より快適な旅行を
するために・・・

旅にでも出てみ
よう！～大切な
あの人と～
　

東武トラベル

１２/１（土）
１９：００～

２１：００
②

これまでの人生の
足跡を写真と文章
でつづる

自分史を作る
主演はあなた
　

片岡写真館
片岡幸夫氏

１２/１５（土）
１９：００～

２１：００
③

「昭和３０年代の記憶」
～ちゃぶ台のあるくらし～
の企画等

公民館まつり 
に参加しよう
　

下都賀教育事務所
鈴木廣志氏

１/１９（土）
１９：００～

２１：００
④

２/２（土）
１９：００～

２１：００
⑤

公民館まつりの
参加・運営

公民館まつり
閉講式

２/１６（土）
　１７（日）
９：００～

１７：００

⑤

※内容変更の場合があります。
※第３回には、写真を１０枚ほど持参してください。
　また、実費負担の場合があります。

プログラム

内容（場所）日時回
開講式・バドミントン講座１

（野木二中体育館）

午
後
７
時
〜
９
時

１１/１０
（土）①

バドミントン講座２
（町体育センター）

１１/１５
（木）②

～料理教室～
1人暮らしに役立つ料理

（町公民館調理室）

１１/２８
（水）③

～料理教室～
お菓子を作ってみよう

（町公民館調理室）

１２/６
（木）④

ボウリング大会
（下総ゴールドレーン）

１２/１４
（金）⑤

閉講式・活動を振り返ってみよう
（町公民館幼児室）

１２/２０
（木）⑥

※内容変更の場合があります。



貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。CD・ビデオ・
カセットは、入れないでください。
　開館中は、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会

■
日　時　１０月５日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森
■
日　時　１０月９日、１６日、２３日、３０日(火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ

■
日　時　１０月２０日（土）
　　　　午後２時～２時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
プログラム　絵本と紙しばい　他
対　象　４歳位から小学生
ボランティア団体　ピノキオ

こども映画会

「ピーターパン」

日　時　１０月２７日（土）
　　　　午後２時～３時１５分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館

　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸出ができ
ますのでご利用ください。
　ただし、児童書が中心でビデオの
貸出は行っていません。

１０/３　南赤塚小
　　　 １３：００～１４：００
１０/５　友沼小
　　　 １３：１５～１４：１５
１０/９　佐川野小
　　　 １３：１５～１４：００
１０/１１　新橋小
　　　 １３：１５～１４：３０
１０/１８　野木小
　　　 １３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞
�Ｌｉｔｔｌｅ　ＤＪ　　（鬼塚忠）
�影絵の騎士　　　　　（大沢在昌）
�午前零時　　　　　　（鈴木光司）
�かってまま　　　　　（諸田玲子）
�風信子の家　　　　（篠田真由美）
�たんぽぽのぽぽちゃんの着せかえ服

（月居良子）
�電子マネーのすべてがわかる本

（竹内一正）
�目から鱗が落ちる！就活の本

（大西秀博）

＜児童書＞
�か・げ　　　　　　　（武田美穂）
�ピーターと影泥棒　上・下

（デイヴ　バリー）
�かいけつぞろり　たべるぜ！
　大ぐいせんしゅけん　（原ゆたか）
�忍たま乱太郎　ドクタケの
　しょうりの段　　　（尼子騒兵衛）
�ＩＱ探偵ムー　真夏の夜の夢羽

（深沢美潮）

文学散歩

～埼玉ゆかりの文学者を訪ねて～

日　時　１０月２６日（金）午前９時～
見学先　さいたま文学館
交通手段　町有バス
案　内　施設学芸員
対　象　町在住者
定　員　先着１８名
参加費　1,000円程度（入館料等）
　　　　※昼食は各自となります
申込期間　１０月１０日～１８日
申込方法　参加料を添え図書館へ
　　　　　（電話不可）

（6）



　今、私たちの住む野木町においても“核家族”の世帯が多くなってき
ました。以前に幼児教育に関しての講演会で聞いた「三世代同居から受
ける子どもへの良い影響は、見過ごせないものがあるのではないか！」
という話がいつまでも私の心の片隅に残っています。この話を聞いたの
は、「カラスなぜ鳴くの、カラスの勝手でしょう！」という歌が流行して
いた頃のように思われます。
　私は、姑など高齢者の何気ない会話の中に、素晴らしい教えがあった
のだと、今となってやっと分ってきました。貴重な体験談や生活の知恵
は、高齢者と一緒に生活していたからこそ身に付いたように思われます。
以前は、お天道様の光をいっぱい吸った温かい座布団のような人があち
こちにたくさんいらっしゃって、こちらに聞く耳さえあれば優しさが伝
わってくるようでした。
　「お召し列車が通過する時は、線路のわきに一列に並んで、列車が通り
過ぎるまで頭を下げたままだった。天皇陛下のお姿など見えるはずもな
かったなあ。今ではテレビで見られるのだから、世の中も変わったよ」。
　「じいちゃんが戦争に行って何か月も家を留守にしてよ、たまあに帰
ってくると髪がシラミだらけ。今じゃあ、“朝シャン”とかいって毎朝洗
髪する時代だからなあ・・・」。
　「毎日きつい労働に追われて、子育てや、主婦の仕事は後回しだったも
んだ。機械に乗っての田植えや稲刈りができる世の中が来るなんて夢に
も思わなかったよ」。
　「実家に里帰りする時は、歩いて帰ったよ。今は大人が一人一台のマ
イカーを持っていて、自由自在にどこへでも行けるようになるなんて、
夢のようだ」。
　「お風呂に入る順番も決っていて、私ら女たちは労働・育児・食事の
後片付けをしてから、最後にぬるくて少ないお湯に入ったもんだよ。今
はたっぷりの温かいお湯で幸せだよ」。
　「働いても、働いても、一家団欒や家族旅行なんてできなかったなあ。
今はありがたい世の中になったもんだよ」。
その他、いろいろと何かにつけ、しみじみと話していた姑でした。
　昔は、話を聞くのも嫌で嫌でたまらなかったほどでした。今はもっと
もっと素直に聞く耳を持っていたならと、悔やまれてなりません。この
ような話を聞く機会が無かったら、今の恵まれた生活が当たり前と思っ
て、感謝を忘れ、“高齢者の知恵袋”にも気づくことも無かったのではな
いでしょうか。指先ひとつで洗濯、掃除、料理までもできる時代になっ
てきて、便利で素晴らしい世の中になってきました。しかし、豊かにな
って便利になったのに反比例して心が貧しくなってきて、自己中心的な
“自己虫”が大量発生してきているようです。自己虫の殺虫剤的な役割
を担ってきてくださった高齢者の意見は、素直に取り入れられるように
なりたいものです。高齢者のお話には考えさせられるものがたくさんあ
ることを忘れてはいけませんね。

高
齢
者
と
共
に

（7）

広報連絡委員

青木　玲子

広報連絡委員
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お知らせ
Inform

ation

町
営
墓
地
ア
ン
ケ
ー
ト 

結
果
報
告

　

町
営
墓
地
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

佐
川
野
地
内
に
予
定
さ
れ
て
い
る

町
営
墓
地
の
購
入
予
定
時
期
及
び
形

態
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
答
数
は
、
５
１
４
通
で
し
た
。 

　
「
町
営
墓
地
」に
対
す
る
ご
意
見
と

し
ま
し
て
は
、
価
格
、
設
計
、
管
理

費
、
管
理
方
法
、
販
売
方
法
に
つ
い

て
約　

％
の
方
が
記
入
さ
れ
ま
し
た
。

７０

　

代
表
的
な
も
の
と
し
ま
し
て
は
、

①
価
格
は　

万
円
位
が
適
当
だ
と
思 

３０

　

い
ま
す 

②
明
る
い
公
園
的
な
墓
地
の
早
期
実 

　

現
を
望
み
ま
す 

③
町
で
の
管
理
運
営
を
望
み
ま
す 

④
販
売
方
法
に
つ
い
て

等
々
で
あ
り
ま
す
。

　

価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の

事
業
費
に
伴
う
も
の
で
す
の
で
、
現

段
階
で
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
宗
教
・
宗
派
に
関
し
ま
し

て
は
、
い
ず
れ
の
宗
教
・
宗
派
も
受

け
入
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、「
一
日
も
早
い
実
現
を
」

と
の
声
に
お
応
え
し
、
よ
り
良
い
形

で
の
整
備
に
向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

月
は「
正
し
い
犬
の
飼
い
方 

１０

強
調
月
間
」で
す

　

犬
の
飼
い
主
に
正
し
い
飼
い
方
及

び
し
つ
け
方
を
普
及
す
る
こ
と
に
よ

り
、
犬
に
よ
る
人
等
へ
の
危
害
を
防

止
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
犬

が
共
存
で
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
、
ワ
ン
ワ

ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）雨
天
中
止

１０

１４

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１２

３０

場　

所　

天
平
の
丘
公
園（
下
野
市
）

西
側
グ
ラ
ウ
ン
ド

催
し
物

　

◆
動
物
健
康
相
談
・
し
つ
け
相
談

　

◆
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

◆
子
犬
・
子
猫
の
里
親
さ
が
し

　

◆
ワ
ン
ワ
ン
ク
イ
ズ

　

◆
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
し
つ
け
教
室

　

◆
警
察
犬
の
公
開
訓
練

　

◆
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト

※
事
前
に
町
環
境
交
通
課
へ
申

し
込
む（
電
話
可
）

　

◆
フ
ー
ド
サ
ン
プ
ル
配
布

主　

催　

小
山
地
区
動
物
保
護
管
理

　
　
　
　

協
議
会　

他

協　

賛　

南
栃
木
愛
犬
警
察
犬
訓
練
所

　
　
　
　

他

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
４
９

５７

（8）

※（　

）内
の
数
字
は
回
答
数



お知らせ

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
フ
ェ
ア 

２
０
０
７

　
「
地
球
に
や
さ
し
い
く
ら
し
」
を
テ

ー
マ
に
、
広
く
県
民
や
環
境
保
全
を

行
っ
て
い
る
団
体
等
の
参
加
を
得
て

開
催
し
ま
す
。

日　

時

　
　

月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

１０

１３

１４

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

会　

場

　

栃
木
県
子
ど
も
総
合
科
学
館

内　

容

・
環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

・
環
境
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

・
環
境
ク
イ
ズ
、
環
境
ゲ
ー
ム　

等

入
場
無
料

問
栃
木
県
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
フ
ェ
ア

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
県
環
境
森
林
政
策
課
内
）

�
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
６

と
ち
ぎ
住
宅
フ
ェ
ア 

2
0
0
7

　

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
に
関
す
る

展
示
や
、
住
宅
・
宅
地
の
分
譲
な
ど

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
は
、
快

適
な
住
ま
い
づ
く
り
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
　

月　

日（
金
）〜　

日（
日
）

１０

１９

２１

会　

場

　

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

　
（
宇
都
宮
市
元
今
泉
６
‐
１
‐　

）
３７

入
場
無
料

問
住
宅
フ
ェ
ア
栃
木
実
行
委
員
会

　
　
�
０
２
８（
６
２
２
）１
１
１
１

　

県
住
宅
課

　
　
�
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
３

第
８
回
渡
良
瀬
遊
水
地 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
遊
水
地
の
四
季
や
風
景
、

動
植
物
、
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品

�
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
写
真

�
サ
イ
ズ
は
、
四
つ
切（
ワ
イ
ド
四

つ
切
可
）。

※
高
校
生
以
下
は
キ
ャ
ビ
ネ（
２
Ｌ
）

　

及
び
Ａ
４
も
可
。

�
未
発
表
の
も
の
で
、
単
写
真
に
限

　

る
。
撮
影
時
期
は
不
問
。

�
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
作
品
は
、
右

　

記
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の

　

な
ら
可
。

※
た
だ
し
、
銀
塩
処
理
し
た
も
の
に

　

限
る
。

�
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
、

　

不
可
。

※
た
だ
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
可
。

�
合
成
等
の
加
工
及
び
加
工
創
作
さ

　

れ
た
作
品
は
不
可
。

�
日
付
入
り
は
不
可
。

応
募
資
格　

制
限
な
し

応
募
枚
数　

制
限
な
し

　
　
　
　
　
（
入
賞
は
１
人
１
賞
）

応
募
方
法

作
品
１
点
ご
と
に
所
定
の
応
募
票

を
作
品
裏
面
の
中
央
に
貼
付（
の

り
付
け
は
不
可
）の
う
え
、
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
持
参
又
は
送
付
。

応
募
期
間　
　

月
１
日
〜　

月　

日

１０

１１

３０

　
　
　
　
　
（
消
印
有
効
）

審
査
員　

写
真
家　

信
太
一
高
氏

　
　
　
　
（
日
本
写
真
家
協
会
員
）

賞【
一
般
部
門
】

　

最
優
秀
賞　

１
点

　
（　

万
円
・
賞
状
・
副
賞
）

１０

　

優
秀
賞　
　

２
点

　
（
５
万
円
・
賞
状
・
副
賞
）

　

準
優
秀
賞　

３
点

　
（
３
万
円
・
賞
状
・
副
賞
）　

他

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門（
高
校
生
以
下
）】

　

最
優
秀
賞　

１
点

　
（
図
書
券
１
万
円
分
・
賞
状
）

　

優
秀
賞　
　

１
点

　
（
図
書
券
５
千
円
分
・
賞
状
）

　

準
優
秀
賞　

３
点

　
（
図
書
券
３
千
円
・
賞
状
）　

他

問�
渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク
リ
メ
ー
シ

　

ョ
ン
振
興
財
団

　

渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

　

ト
実
行
委
員
会
事
務
局

　

〒
３
２
３
‐
１
１
０
４

　

藤
岡
町
藤
岡
１
７
７
８

　
�
０
２
８
２（　

）１
１
６
１

６２

２
０
０
６
最
優
秀
賞

「
小
鳥
の
囀
り
の
中
で
」

茂
呂　

育
男
氏（
大
平
町
）

（9）



お知らせ

　

年
４
月
か
ら

２０『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』 

が
始
ま
り
ま
す
！

　

現
在
、　

歳
以
上
の
方（
一
定
の

７５

障
害
の
あ
る
方
は　

歳
以
上
）は
、

６５

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
に
加
入

し
な
が
ら
、
老
人
保
健
制
度
で
医
療

機
関
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

来
年
４
月
か
ら
は
、
新
し
い
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療
機
関
に

か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

制
度
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

�
す
べ
て
の
被
保
険
者
が
保
険
料
を 

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
扶
養
者
、

被
扶
養
者
と
区
別
せ
ず
、
1
人
ひ
と

り
が
保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

�
保
険
料
率
は
、
原
則
と
し
て 

県
内
で
統
一
さ
れ
ま
す

　

同
一
県
内
で
し
た
ら
、
ど
の
市
町

に
お
住
ま
い
で
も
、
原
則
と
し
て
同

じ
保
険
料
率
に
な
る
予
定
で
す
。
そ

の
保
険
料
率
に
関
し
て
は
、
現
在
検

討
中
で
す
。

�
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
介
護
保
険
と
同
様
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
の
で（
年

間
年
金
受
給
額　

万
円
以
上
の
方
）、

１８

今
ま
で
の
よ
う
に
保
険
料
を
納
め
に

金
融
機
関
に
行
く
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
か
ら
天
引
き

で
き
な
い
方
な
ど
は
、
直
接
納
付
書

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
事
務
局

�
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

国
民
年
金
よ
り

第
３
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

★
第
３
号
被
保
険
者
と
は
?

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
又
は
共
済
組

合
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る　

歳
２０

以
上　

歳
未
満
の
配
偶
者
を
い
い
ま

６０

す
。

★
届
出
は
お
済
み
で
す
か
!

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
又
は
共
済
組

合
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
も
、

届
出
が
さ
れ
な
い
と
第
３
号
被
保
険

者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
が
遅
れ
た
り
怠
っ
た
り
す
る

と
、
将
来
年
金
額
が
減
っ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
第
３
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
?

　

配
偶
者
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
は
全
く
の
誤
解
で
す
。

　

保
険
料
は
、
配
偶
者
の
加
入
す
る

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
が
制
度
全
体

で
負
担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出

に
よ
っ
て
、
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料

額
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
３
号
被
保
険
者
に
関
す
る
届
出

は
、
届
出
も
れ
の
防
止
や
手
続
き
を

簡
素
化
す
る
た
め
に
、　

年
４
月
よ

１４

り
健
康
保
険
被
扶
養
者（
異
動
）届
と

一
緒
に
、
配
偶
者
の
勤
務
先
の
事
業

主
を
経
由
し
て
社
会
保
険
事
務
所
へ

提
出
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

問
町
保
健
年
金
課�
（　

）４
１
３
７

５７

　

栃
木
社
会
保
険
事
務
所

�
０
２
８
２（　

）６
０
７
４

２２

後期高齢者医療制度
（２０年４月１日から）

老人保健法による医療制度
（２０年３月３１日まで）

県内の全市町が加入する
栃木県後期高齢者医療広域連合市町運 営

主 体

左に同じ７５歳以上の全ての方
（６５歳以上の一定の障害のある方）対 象 者

国保、社保等の健康保険から離脱し、
後期高齢者医療制度の対象者に国保、社保等の健康保険に加入医 療

保 険

後期高齢者医療広域連合に保険料を
支払う（ただし、保険料徴収業務は
市町が行う）

加入する医療保険に保険料を
支払う保 険 料

左に同じ１割負担
（現役並所得者は３割負担）

患 者 の
窓口負担

（10）

Inform
ation

こんなとき

会社を退職して、配偶
者に扶養されるように
なったとき

あなたの収入が増えて、
配偶者から扶養されな
くなったとき、又は離
婚したとき

あなたの収入が減って、
配偶者に扶養されるよ
うになったとき

届　出　先

配偶者の会社又は
共済組合　　　　

本人の住所地のある
市役所・町役場　　

配偶者の会社又は
共済組合　　　　



お知らせ

第
２
回
町
内
の
史
跡
等
を

た
ど
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

町
観
光
協
会
は
昨
年
に
続
い
て
、

町
内
の
史
跡
等
を
た
ど
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
普
段
な
に
げ

な
く
通
っ
て
い
る
場
所
に
も
町
の
歴

史
を
秘
め
た
社
寺
や
史
跡
が
あ
り
ま

す
。
町
郷
土
史
研
究
会
の
軽
部
重
夫

さ
ん
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
町
に

対
す
る
愛
着
を
深
め
、
健
康
を
増
進

し
よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１０

２１

　
　
　
　

集
合　

午
前
９
時　

分
１５

　
　
　
　

出
発　

午
前
９
時　

分
３０

集
合
場
所　

友
沼
八
幡
神
社（
駐
車
可
）

定　

員　

先
着　

名
３０

参
加
費　

３
０
０
円

　
　
　
　
（
軽
食
代
・
保
険
料
等
）

申
込
期
間
・
方
法

　
　

月
９
日
〜　

日（
土
・
日
除
く
）

１０

１５

　

参
加
費
を
添
え
町
産
業
課
へ

コ
ー
ス（
約
８
㎞
）

　

八
幡
神
社
→
法
音
寺
→
法
音
寺
城

　

跡
→
板
碑
→
友
沼
河
岸
→
網
戸
神

　

社
→
旧
思
川
跡
→
八
幡
神
社

問
町
観
光
協
会
事
務
局

　
（
町
産
業
課
内
）�
（　

）４
１
５
３

５７

さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
町
農
村
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
で
は
、
生
産

者
と
消
費
者
の
交
流
活
動
の
一
環
と

し
て
、
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
体
験
を

開
催
し
ま
す
。
蒸
か
し
い
も
の
試
食

や
野
菜
の
直
売
も
あ
り
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

２０

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場　

所　

町
内
の
畑

対　

象　

町
在
住
者

定　

員　

先
着　

名
８０

参
加
料　

大　
　
　

人　

３
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

１
０
０
円

※
飲
物
代
、
保
険
加
入
料
等

申
込
方
法

　
　

月
９
日
〜　

日
ま
で
に
参
加
料

１０

１２

　

を
添
え
町
産
業
課
へ

※
申
し
込
み
の
際
に
、
詳
し
い
案
内

を
配
布
し
ま
す
。

問
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

　

会
事
務
局（
町
産
業
課
内
）

�
（　

）４
１
５
１

５７

乳
製
品
を
使
っ
た 

料
理
講
習
会

　

今
、
食
育
が
大
切
で
す
。
消
費
者

友
の
会
で
は
乳
製
品
を
中
心
と
し
た

講
演
会
を
通
し
て
食
の
大
切
さ
を
再

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１０

１６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場　

所　

町
公
民
館

参
加
無
料

定　

員　

先
着　

名
２０

申
込
期
限　
　

月　

日

１０

１０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
方
法　

町
産
業
課
内
町
消
費
者

　
　
　
　
　

友
の
会
事
務
局
へ

メ
ニ
ュ
ー

　

乳
製
品
を
使
っ
た
太
巻
き

　

サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト

問
町
消
費
者
友
の
会
事
務
局

　
（
町
産
業
課
内
）�
（　

）４
１
５
３

５７

と
ち
ぎ�
食
と
農�
ふ
れ
あ
い 

フ
ェ
ア
２
０
０
７

　

県
内
の
「
食
と
農
」
の
祭
典
、
と

ち
ぎ�
食
と
農�
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

２
０
０
７
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
野
木
町
か
ら
も
、
ひ
ま
わ
り

ク
ッ
キ
ー
、
手
作
り
味
噌
、
焼
肉
の

た
れ
、
生
し
い
た
け
を
出
品
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日　

時

　
　

月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

１０

２７

２８

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

場　

所

　

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

　
（
県
立
宇
都
宮
産
業
展
示
館
）

　

宇
都
宮
市
体
育
館

内　

容

　

県
内
農
産
物
及
び
特
産
品
の
展
示
、

　

販
売
、
食
育
情
報
・
栃
木
の
食
材

　

を
生
か
し
た
料
理
の
情
報
発
信
、

　

伝
統
文
化
の
紹
介
、
食
と
農
の
体

　

験
等

※
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
か
ら
、
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。

問
県
農
村
振
興
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
３
３
３

（11）



お知らせ

中
学
校
一
部
選
択
制
の 

申
請
に
つ
い
て

◎
中
学
校
一
部
選
択
制
と
は
？

　

従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま
ま
、

毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生
徒
数
の
範

囲
内
で
、
希
望
す
る
別
の
中
学
校
へ

の
就
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

受
入
生
徒
数（　

年
度
入
学
者
）

２０

・
野
木
中
学
校　
　
　
　

名
以
内

１５

・
野
木
第
二
中
学
校　
　

名
以
内

１５

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

申
請
手
続

�
申
請
書
類
配
布

　

町
学
校
教
育
課（
町
公
民
館
１
階
）

�
受
付
期
間

　
　

月
１
日
〜
９
日（
土
、日
を
除
く
）

１１

�
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
受
付
場
所　

町
学
校
教
育
課

問
町
学
校
教
育
課�
（　

）４
１
８
２

５７

県
立
聾
学
校
学
校
公
開

　

聾
学
校
を
知
り
た
い
方
、
聴
覚
障

害
教
育
に
関
心
の
あ
る
方
、
学
校
公

開
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
　

月　

日（
水
）

１０

３１

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１２

３０

場　

所

　

県
立
聾
学
校

　
（
宇
都
宮
市
若
草
２
‐
３
‐　

）
４８

内　

容　

学
校
概
要
説
明

　
　
　
　

授
業
参
観

　
　
　
　

施
設
設
備
見
学

申
込
方
法

　
　

月　

日
ま
で
に
電
話
で

１０

２４

問
県
立
聾
学
校

�
０
２
８（
６
２
２
）３
９
１
０

県
立
衛
生
福
祉
大
学
校 

学
生
募
集（
一
般
）

　

本
大
学
校
は
「
自
律
・
創
造
・
実
践
」

の
教
育
理
念
の
も
と
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。

募
集
学
科

・
保
健
学
科

・
看
護
学
科
本
科

・
看
護
学
科
専
科（
昼
・
夜
）

・
歯
科
衛
生
学
科

・
歯
科
技
工
学
科

・
臨
床
検
査
学
科

※
募
集
期
間
・
人
員
・
試
験
日
等
は

学
科
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
立
衛
生
福
祉
大
学
校

　
　
�
０
２
８（
６
５
８
）８
５
２
１

県
南
高
等
産
業
技
術
学
校 

「
産
技
祭
」＆「
公
開
講
座
」

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

２０

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

会　

場　

県
南
高
等
産
業
技
術
学
校

　
　
　
　

足
利
市
多
田
木
町　
７６

イ
ベ
ン
ト

　

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
製
作
他

　

各
種
模
擬
店

公
開
講
座

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

演
題
「 
匠 
の
心
」

た
く
み

　

刀
匠
・
工
学
博
士　

柳
田
律
夫
氏

問
県
南
高
等
産
業
技
術
学
校

�
０
２
８
４（　

）０
８
０
３

９１

栃
木
県
育
英
会
よ
り

　

栃
木
県
育
英
会
で
は
、　

年
度
に

２０

進
学
予
定
の
方
を
対
象
に
、
月
額
貸

与
奨
学
生
、
入
学
一
時
金
奨
学
生
及

び
東
京
学
生
寮
入
寮
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間　
　

月
１
日
〜　

月　

日

１０

１１

１５

願
書
等
配
布

　

９
月
下
旬
か
ら
県
内
各
中
学
校
、

　

高
等
学
校
、
市
町
教
育
委
員
会
等

　

で
配
布
し
ま
す
。

お
願
い

　

育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の
貸
付
原

　

資
と
な
る
善
意
の
寄
附
金
も
募
集

　

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
支

　

援
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し

　

上
げ
ま
す
。

問�
栃
木
県
育
英
会

�
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（12）
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お知らせ

働
く
未
来
を
考
え
る 

就
業
構
造
基
本
調
査

　
　

月
１
日
現
在
で
全
国
か
ら
抽
出

１０
さ
れ
た
約　

万
世
帯
の　

歳
以
上
の

４５

１５

方
々
を
対
象
に
就
業
構
造
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
ふ
だ
ん
何

か
収
入
に
な
る
仕
事
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
や
就
業
に
関
す
る
希
望
な
ど

に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
か
ら
は
、
若
者
、
高
齢

者
や
女
性
の
多
様
化
す
る
就
業
状
況

や
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
う
雇
用
流

動
化
の
実
態
な
ど
就
業
に
関
す
る
詳

し
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
や

地
方
自
治
体
の
雇
用
政
策
や
経
済
政

策
な
ど
の
各
種
行
政
施
策
を
立
案
す

る
際
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
統

計
調
査
員
が
伺
い
調
査
票
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
総
務
省
統
計
局

　

町
企
画
財
政
課�
（　

）４
１
１
６

５７

南
と
ち
ぎ
高
校
新
卒
者 

合
同
就
職
面
接
会

　

来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
を
対
象

に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
主
の
方

は
、　

月　

日
ま
で
に
申
し
込
み
く

１０

１１

だ
さ
い
。
な
お
、
高
卒
用
求
人
票
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１０

３０

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

場　

所

　

サ
ン
プ
ラ
ザ

　
（
栃
木
市
片
柳
町
２
‐
２
‐
２
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

　
�
０
２
８
５（　

）１
５
２
４

２３

　

月
は
高
年
齢
者
雇
用
支
援
月
間

１０
　

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
で
は
、

定
年（　

歳
未
満
）の
定
め
を
し
て
い

６５

る
事
業
主
の
方
を
対
象
と
し
、

①
定
年
の
引
き
上
げ

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

の
い
ず
れ
か
の
措
置（
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
）を
講
ず
る
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
年
齢
者
の
雇
用
の
安
定
・
安
心

し
て
働
け
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

�
０
２
８
５（　

）１
５
２
４

２２

　

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

１０
　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

「
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）」

の
加
入
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
労
働
基
準
監
督
署
又
は

公
共
職
業
安
定
所
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
栃
木
労
働
基
準
監
督
署

�
０
２
８
２（　

）７
７
６
６

２４

　

小
山
公
共
職
業
安
定
所

�
０
２
８
５（　

）１
５
２
４

２２

全
国
一
斉
司
法
書
士 

無
料
法
律
相
談

日　

時　
　

月
１
日
〜
７
日

１０

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

　
　
　
　

及
び
特
設
会
場

相
談
内
容

　

登
記
、
供
託
、
訴
訟
、
成
年
後
見

　
（
高
齢
者
の
財
産
管
理
）、
多
重
債

　

務
等

※
特
設
会
場
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
司
法
書
士
会

�
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

http://w
w
w
.stat.go.jp/

町
職
員
の
異
動

【
９
月
１
日
付
】

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
長

（
健
康
福
祉
課
主
任
）石
渡
真

退　

職
【
８
月　

日
付
】

３１

真
瀬
孝

（13）



お知らせ

　

年
度
保
育
所
入
所
児
受
付

２０
　

保
育
所
の
入
所
児
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。
入
所
で
き
る
児
童

は
、
そ
の
家
庭
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
で
す
。

１
家
庭
外
労
働

　

両
親
等
が
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を

す
る
こ
と
が
普
通
な
の
で
、
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合

２
家
庭
内
労
働

　

児
童
の
親
が
家
庭
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
普
通
な
の
で
、
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

３
母
親
の
出
産
等

　

母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、

両
親
等
が
病
気
や
心
身
に
障
害
が
あ

っ
た
り
す
る
の
で
、
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合

４
病
人
の
看
護
等

　

長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

害
の
あ
る
人
を
い
つ
も
看
護
し
て
い

る
た
め
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い

場
合

５
家
庭
の
災
害

　

火
災
等
に
よ
り
家
を
失
っ
た
り
破

損
し
た
り
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の

間
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

提
出
書
類　

入
所
申
請
書
等

※　

月　

日
か
ら
町
健
康
福
祉
課
で

１０

１５

配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　
　

月　

日
〜　

月　

日

１０

２２

１１

１６

受
付
場
所　

町
健
康
福
祉
課

そ
の
他

　

案
内
等
は
、
町
健
康
福
祉
課
・
丸

　

林
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
２

５７

子
ど
も
祭
り 

「
み
ん
な
で　

あ
・
そ
・
ぼ
！
」

　

子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
。
地
域
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の

子
育
て
支
援
及
び
仲
間
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

日　

時

　
　

月　

日（
日
）

１０

２１

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１２

３０

場　

所　

町
公
民
館
視
聴
覚
室　

他

対　

象　

小
学
校
低
学
年
程
度
ま
で

　
　
　
　

の
子
ど
も
と
保
護
者

内　

容

　

人
形
劇
・
親
子
体
操
・
ゲ
ー
ム
・

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

参
加
無
料

申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ

そ
の
他

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
飲
み
物
を
子
ど

　

も
に
参
加
賞
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

・
乳
幼
児
は
託
児
し
ま
す
。

・
動
き
や
す
い
服
装
で
。

問
町
健
康
福
祉
課�

（　

）４
１
７
２

５７

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
は
、
い
つ
輸
血
の
必
要
な

事
故
や
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
血
液
は
、
医
学
や
科
学

が
進
歩
し
た
現
在
で
も
、
人
工
的
に

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
う
え
、

長
く
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

人
を
救
う
た
め
、
健
康
な
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日　

時　
　

月
１
日（
木
）

１１

　
　
　
　

２
月　

日（
火
）

２６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

精
神
保
健
福
祉
教
室 

―
精
神
科
医
か
ら
の
助
言
―

　

心
の
病
気
と
は
何
だ
ろ
う
？
心
が

健
康
な
状
態
っ
て
ど
ん
な
状
態
？
４

つ
の
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
私
た
ち
の

心
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
・
内
容

場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

講　

師　

さ
く
ら
診
療
所
精
神
科
医

　
　
　
　

遠
乗
秀
樹
先
生

対　

象　

町
在
住
者　
　

名
程
度

３０

申
込
期
限　

各
開
催
日
の
前
日

申
込
方
法

　

町
健
康
福
祉
課
へ（
電
話
可
）

受
講
無
料

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
２

５７

内　容日　時回

幼児と接する上で大切なこと
～すこやかな育ちのために～

１０/１１（木）
１３：３０～

１５：３０
①

うつ病の理解と関わり　
～上手な接し方のポイントは～

１０/２４（水）
１３：３０～

１５：３０
②

快眠のすすめ　
～こころの健康はよい眠りから～

１１/６（火）
１３：３０～

１５：３０
③

認知症と高齢者心理　
～お年寄りのこころの理解～

１１/２１（水）
１３：３０～

１５：３０
④

（14）
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お知らせ

新
橋
児
童
館
の 

イ
ベ
ン
ト

①
し
ゃ
べ
り
場

　

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
の
情
報
交

換
の
場
で
す
。

日　

時

　
　

月
５
日（
金
）午
前　

時
〜
正
午

１０

１０

対　

象　

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん

※
申
込
不
要

②
す
こ
や
か
栄
養
教
室

　

栄
養
士
が
離
乳
食
や
お
や
つ
に
つ

い
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日　

時

　
　

月
９
日（
火
）

１０

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象

　

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん　
　

名
２０

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
参
加
も
可

③
将
棋
道
場
で
遊
ぼ
う

　

名
人
に
将
棋
を
教
え
て
も
ら
お
う
。

日　

時　
　

月　

日（
木
）

１０

１１

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

対　

象　

小
学
生
以
上　
　

名
３０

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
） 

④
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

み
ん
な
で
楽
し
く
お
や
つ
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

１３

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
料　

１
０
０
円

申
込
方
法

　

参
加
料
を
添
え　

月　

日
ま
で
に

１０

１０

　

児
童
館
へ（
電
話
不
可
）

⑤
童
謡
付
読
み
聞
か
せ

　

音
楽
・
手
遊
び
・
踊
り
あ
り
の
楽

し
い
ひ
と
と
き
。

日　

時

　
　

月　

日（
金
）

１０

２６

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

※
申
込
不
要

⑥
幼
児
ク
ラ
ブ

　

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

毎
週
水
・
木
曜
日

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

※
申
込
不
要

※
④
以
外
は
す
べ
て
参
加
無
料

問
新
橋
児
童
館

�
（　

）９
１
５
５

５７

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

の
イ
ベ
ン
ト

①
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会

日　

時　
　

月
６
日（
土
）

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

対　

象　

小
学
生　
　

名
３０

参
加
料　

１
０
０
円

申
込
方
法

　
　

月
１
日
か
ら
参
加
料
を
添
え
セ

１０

　

ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

②
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

２７

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

小
学
生　
　

名
２０

参
加
料　

１
０
０
円

申
込
方
法

　
　

月　

日
〜　

日
ま
で
に
参
加
料

１０

１３

２０

　

を
添
え
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

�
（　

）１
４
４
０

５４

問
町
下
水
道
課�
（　

）４
１
６
５

５７

工
事
の
お
知
ら
せ

（15）



お知らせ

下
水
道
使
用
料
及
び
農
業

集
落
排
水
使
用
料

井
戸
水
を
使
用
の
方
へ

　

下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
を
使

用
の
場
合
、
使
用
人
数
１
人
に
つ
き

６
立
方
メ
ー
ト
ル
で
算
定
し
ま
す
。

使
用
を
始
め
て
か
ら
変
更
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。
使
用
料
を
算
定
す
る
基

準
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
と
き
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き

�
新
た
に
上
水
道
を
使
用
す
る
と
き

問
町
下
水
道
課　
�
（　

）４
１
６
４

５７

　

町
産
業
課　
　
�
（　

）４
１
５
２

５７

第　

回
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１０
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

１３

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

場　

所　

思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

内　

容

�
下
水
道
水
処
理
シ
ス
テ
ム
見
学
コ

　

ー
ナ
ー

�
下
水
道
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
展
示
コ
ー

　

ナ
ー

�
記
念
品
配
布（
大
人
/
草
花
・
タ

オ
ル
な
ど　

子
ど
も
/
お
菓
子
）

�
コ
ン
ポ
ス
ト（
汚
泥
発
酵
肥
料　
１０

�
入
）配
布
コ
ー
ナ
ー（
先
着
２
０

０
名
様
）

�
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
バ
ク
ダ
ン
菓
子

の
配
布
、
金
魚
す
く
い（
無
料
）

�
野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー

※
配
布
品
な
ど
は
、
数
量
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。

※
ご
来
場
の
際
は
乗
合
又
は
自
転
車

等
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

�
（　

）０
５
５
５

５７

　

町
下
水
道
課　
�
（　

）４
１
６
４

５７

（16）

住
民
課
の
豆
知
識
Ｑ
＆
Ａ
⑦

〜
窓
口
で
頂
い
た
ご
質
問
か
ら
〜

Q
出
生
届
出
を
す
る
に
は 

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

A
出
生
届
出
に
必
要
な
も
の
は
、

①
出
生
届
の
用
紙

②
出
生
証
明
書（
出
産
時
に
立
ち

会
っ
た
医
師
や
助
産
師
の
証
明
）

※
①
と
②
で
１
枚
の
用
紙
に
な
っ

て
い
ま
す
。

③
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
は
不
可
）

④
母
子
手
帳

⑤
保
険
証

で
す
。

　

届
出
期
間
は
子
が
生
れ
た
日
を

含
め
て　

日
以
内
で
す
。　

日
目

１４

１４

が
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。
届
出
先
は
本
籍
地
、

住
所
地
、
一
時
滞
在
地
、
出
生
地

の
い
ず
れ
か
の
市
区
町
村
で
す
。

　

届
出
人
と
し
て
署
名
押
印
し
て

い
た
だ
く
方
は
、
子
の
父
又
は
母

で
す
。
父
母
二
人
で
届
出
人
の
、

署
名
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
印
鑑
は
二
種
類
必
要
で

す
。
窓
口
に
届
出
人
が
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
記
入
さ
れ

た
届
書
を
使
者
に
渡
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
外
で
出
生
し
た
場
合
は
３
か

月
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
国
籍
留
保
届
出
も
あ
わ

せ
て
提
出
し
て
頂
か
な
い
と
、
日

本
国
籍
を
喪
失
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
大
使
館
・
領
事
館
で
も
届

出
が
で
き
ま
す
。

問
町
住
民
課　
�
（　

）４
１
２
７

５７

（16）

Inform
ation

　

人  
権  
標  
語

キ
ミ
の
や
さ
し
い
一
言
は　

ぼ
く
の
心
の
え
い
よ
う
だ

佐
川
野
小
学
校　
 
鈴  
木 　

す
ず 

き

 
俊  
之 

と
し 
ゆ
き

　
　
　
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）
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古
河
市

�
第
９
回
総
和
関
東
ド
・
マ
ン
ナ
カ
祭
り

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

１３

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　
　
　
　
　

月　

日（
日
）

１０

１４

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

場　

所　

広
域
中
央
運
動
公
園

内　

容

　
　

日
/
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

１３

　
　
　
　

花
火
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
広
場　

他

　
　

日
/
民
族
芸
能
「
さ
さ
ら
舞
、
お
囃
子
、
神

１４

　
　
　
　

楽
舞
、
神
輿
」、
子
ど
も
広
場　

他

問
古
河
市
観
光
物
産
課　
　
　
�
（　

）３
１
１
１

９２

北
川
辺
町

�
第　

回
産
業
祭

２４

日　

時　
　

月
４
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
２
時

１１

場　

所　

北
川
辺
町
役
場
駐
車
場

問
北
川
辺
町
産
業
振
興
課　
　
�
（　

）１
２
０
５

６１

�
第　

回
健
康
福
祉
ま
つ
り

２０

日　

時　
　

月
４
日（
日
）午
前
９
時　

分
〜
正
午

１１

３０

場　

所　

北
川
辺
町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
、

　
　
　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
北
川
辺
町
保
健
セ
ン
タ
ー　
�
（　

）３
３
２
２

６２

午前９: 00～午後５: 00　火曜日休館　�(57)2000　�（57）2044
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三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報
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月
は 

１０「
食
生
活
改
善
普
及
月
間
」

「
ど
う
し
た
ら
、 

や
せ
ら
れ
ま
す
か
」

「
我
慢
し
て
食
事
の
量
を
減
ら
す

と
、
ス
ト
レ
ス
で
、
か
え
っ
て
食

べ
て
し
ま
う
の
よ
ね
…
」

　

栄
養
相
談
を
し
て
い
て
、
よ
く

伺
う
お
話
で
す
。

　

こ
う
い
う
場
合
は
「
減
ら
す
」

の
で
は
な
く
、
不
足
し
て
い
る
食

品
を
「
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
」
と
考

え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
頼
り
に
な
る
の
が�
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド�
で
す
。

　

こ
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、

1
日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食

べ
れ
ば
よ
い
か
を
食
卓
に
並
ぶ
料

理
で
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
、
ど
の
料
理
グ
ル
ー

プ
が
不
足
し
て
い
る
か
が
一
目
瞭

然
で
す
。

　

不
足
し
や
す
い
の
が
「
副
菜
」

で
、
野
菜
や
き
の
こ
、
い
も
、
海

藻
料
理
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

　

上
手
な
と
り
方
と
し
て
は
、

【
茹
で
る
】
茹
で
て
お
浸
し
や
和

え
物
に
す
る
と
量
が
減
り
、
生
野

菜
の
３
〜
５
倍
の
量
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
炒
め
る
・
揚
げ
る
】
油
で
調
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
吸
収
さ
れ
や
す

く
な
る
栄
養
素
も
あ
り
ま
す
。

【
焼
く
】
鉄
板
焼
き
、
網
焼
き
な

ど
、
焼
き
た
て
は
お
い
し
い
で
す
。

【
煮
る
】
煮
物
や
、
汁
物
、
ス
ー
プ

な
ど
に
し
て
と
る
と
、
量
が
た
く

さ
ん
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
各
集
会
所
で
の
健

康
相
談
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

町
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

「
歩
く
」
っ
て
楽
し
い
ね

　

季
節
は
も
う　

月
。
身
体
を
動

１０

か
す
の
に
は
と
て
も
気
持
ち
の
良

い
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
誰
に
で
も
手

軽
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
運

動
、「
歩
く
」
こ
と
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

今
、
親
が
歩
か
な
い
の
で
、
子

ど
も
も
歩
か
な
い
、
い
い
え
歩
け

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
体
を

作
る
時
期
に
歩
か
な
い
と
筋
肉
が

発
達
し
な
い
し
、
体
力
が
つ
き
ま

せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、
持
久
力

も
な
く
、
や
る
気
も
失
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
心
だ
っ

て
発
達
し
ま
せ
ん
。
思
考
力
だ
っ

て
限
ら
れ
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
、
景
色
が
流
れ
自

然
の
音
も
聞
こ
え
ず
、「
あ
っ
、
着

い
ち
ゃ
っ
た
！
」
で
は
な
く
、
帽

子
を
か
ぶ
っ
て
手
を
つ
な
い
で
歩

き
ま
し
ょ
う
。
心
と
心
の
触
れ
合

い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

　

保
育
所
で
は
季
節
を
通
し
て
お

散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
歩
く

時
間
は　

〜　

分
位
か
ら
ス
タ
ー

１５

２０

ト
し
ま
す
。
危
険
防
止
の
た
め
、

お
散
歩
マ
ッ
プ
も
作
成
し
て
い
ま

す
。
近
く
の
公
園
や
電
車
を
見
に

出
か
け
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
る
お
婆
ち
ゃ
ん
が
「
か
わ

い
い
ね
。
い
く
つ
？
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。「
お
婆
ち
ゃ
ん

頑
張
っ
て
ね
」。
走
っ
て
来
る
電

車
に
手
を
振
る
と
、
警
笛
を
鳴
ら

し
て
く
れ
る
運
転
手
さ
ん
も
い
ま

す
。
用
水
路
や
田
ん
ぼ
で
は
ザ
リ

ガ
ニ
や
お
玉
じ
ゃ
く
し
を
見
つ
け
、

持
ち
帰
っ
て
は
ケ
ー
ス
で
飼
育
し

た
り
も
し
ま
す
。
絵
本
を
見
た
り

図
鑑
で
調
べ
た
り
す
る
こ
と
で
、

文
字
や
数
字
に
も
興
味
・
関
心
を

持
ち
、
観
察
す
る
力
も
磨
か
れ
、

想
像
力
や
探
究
心
、
集
中
力
も
つ

い
て
き
ま
す
。 

　

部
屋
に
い
た
ら
、
そ
の
窓
か
ら

の
景
色
し
か
見
え
な
い
け
ど
、
外

に
出
る
と
３
６
０
度
近
い
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
様
々

な
刺
激
と
出
合
え
ま
す
。
歩
く
こ

と
で
基
礎
体
力
を
つ
け
判
断
能
力

が
養
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
感
性

（
五
感
）が
磨
か
れ
ま
す
。

　

さ
あ
、
ま
ず
は
手
を
つ
な
い
で

歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
林
保
育
所
保
育
士

田
村　

君
恵

� �����������������������������������������������������������������������
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投
稿
「
感
謝
」

須
田　

栄

　

７
月
に
行
わ
れ
た
町
最
大
の
イ
ベ

ン
ト�
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

で
感
じ
た
想
い
を
私
な
り
に
筆
に
託

し
て
み
ま
し
た
。
私
は
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
交
通
安
全
協
会
の
一
員
と
し
て

主
に
交
通
整
理
を
担
当
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
駅
か
ら
の
送
迎
バ
ス
か
ら

降
り
立
っ
た
お
客
様
に
、「
お
疲
れ
様

で
し
た
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

始
め
の
う
ち
は
な
か
な
か
大
き
な
声

で
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ス
が
２
台

目
そ
し
て
３
台
目
と
な
っ
て
く
る
と
、

慣
れ
て
き
た
の
か
自
分
で
も
驚
く
ほ

ど
に
、
感
謝
の
笑
顔
、
素
直
な
気
持

ち
で
お
客
様
へ
の
接
待
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　�
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ�
で
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
を
訪
れ
た
お
客
様

た
ち
は
、
駅
か
ら
歩
い
て
来
た
と
い

う
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
に

元
気
そ
の
も
の
で
し
た
。「
お
役
目

ご
苦
労
様
」「
暑
い
中
、
身
体
に
気
を

つ
け
て
ね
」「
今
年
も
来
た
よ
。
今
年

も
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
、
す
っ
か
り�
ひ
ま
わ
り
顔�

に
変
貌
し
た
元
気
は
つ
ら
つ
の
方
々

か
ら
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
た
い
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
交
通
安
全
協
会
に

所
属
し
て
い
れ
ば
こ
そ
体
験
で
き
る

私
な
り
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。「
ひ
ま
わ
り
が
大
好

き
。
３
年
連
続
し
て
来
て
る
よ
！
」

と
、
杖
を
片
手
に
微
笑
み
な
が
ら
声

を
か
け
て
き
た
老
夫
婦
に
は
、
つ
い

つ
い
お
歳
を
尋
ね
た
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
東
京
か
ら
訪
れ
た
と
い

う
親
子
や
千
葉
か
ら
の
若
い
そ
し
て

熱
い
カ
ッ
プ
ル
な
ど
、
本
当
に
様
々

な
お
客
様
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
た

充
実
し
た
１
日
で
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
の
交
通
整

理
は
、
確
か
に
暑
く
て
辛
か
っ
た
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
他
の
何
も
の

に
も
代
え
が
た
い
満
足
感
を
こ
の
身

体
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
私
の
糧
と
し
て
人
生
の

１
ペ
ー
ジ
に
記
し
て
お
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
喜
ん
で
く
だ
さ
る
人
や

「
良
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

る
人
が
い
れ
ば
こ
そ
「
感
謝
」
と
い

う
言
葉
の
意
味
の
重
み
が
増
す
こ
と

に
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
よ
く
気

づ
い
た
と
自
分
で
自
分
を
褒
め
て
あ

げ
た
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

平
成
９
年
に
大
病
を
患
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
奇
跡
的
に
全
快

し
、
今
こ
の
よ
う
な
形
で
ペ
ン
を
走

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。「
感
謝
」「
あ
り
が
と
う
」
の
素

敵
な
言
葉
を
あ
ら
ゆ
る
場
で
発
信
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。「
感
謝
」

「
あ
り
が
と
う
」
は
私
の
明
日
へ
の

活
力
源
で
す
。

投
稿 

野
木
俳
句
会

待
つ
父
母
は
軍
靴
で
分
り
春
の
夜

吉
田
研
二
郎

は
ら
か
ら
も
友
も
鬼
籍
に 
夜 よ 
半 
の
月

は

山
崎　

と
き

夏
祭
り
犬
の
首
に
も
豆
し
ぼ
り

宮
内　

政
市

手
作
り
の
団
扇
そ
れ
ぞ
れ
孫
の
顔

伏
木　

吉
井

開
い
て
は
閉
じ
仏
法
を
説
く
黒
揚
羽

中
島　

伊
都

ラ
ジ
オ
体
操
夏
の
朝
空
解
体
す

藤
間　

雅
江

あ
ば
ら
や
の
青
大
将
と
し
て
全
う
す

田
村　

行
子

ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
出
直
す 
生 いき 
身 み 
魂 だま

下
島　

克
巳

夏
好
き
の
家
系
に
生
れ
大
あ
ぐ
ら

倉
持　

太
一

扇
風
機
だ
ま
っ
て
首
振
る
午
前
二
時

軽
部　

榮
子

甲
子
園
大
接
戦
の
別
世
界荻

澤　

う
め

過
去
は
過
去
精
一
杯
の
蝉
の
声

石
塚　

初
榮

夏
休
み
少
年
昭
和
史
読
み
あ
さ
る

石
川　

和
子

鉛
筆
の
こ
と
ん
と
落
ち
て 
秋 あき 
隣 

ど
な
り

秋
元　

幸
冶

Topics ～町の話題・投稿～
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町
の
環
境
美
化
の
た
め
に 

〜
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す 

平
成
会（
不
法
投
棄
監
視
員
）〜

　

平
成
元
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で

　

年
目
に
な
る
会
員　

名
の
平
成
会

１９

３２

（
不
法
投
棄
監
視
員
）。
野
木
町
を
少

し
で
も
住
み
良
い
町
に
す
る
た
め
に
、

心
な
い
人
が
捨
て
た
ご
み
を
回
収
し

て
い
ま
す
。
道
端
に
落
ち
て
い
た
ご

み
が
、
い
つ
の
間
に
か
無
く
な
っ
て

い
る
、
そ
ん
な
時
は
、
平
成
会
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　

会
長
の
鈴
木
隆
守
さ
ん
は
「
ご
み

拾
い
を
し
て
せ
っ
か
く
き
れ
い
に
し

て
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ま
た
同

じ
よ
う
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
。
環
境
へ
の
意
識
は
年
々
高
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
ご
み
の
不
法
投

棄
に
関
し
て
は
、
改
善
す
る
ど
こ
ろ

か
む
し
ろ
悪
化
し
て
い
る
。
公
共
に

対
す
る
意
識
の
低
下
と
、
自
分
さ
え

良
け
れ
ば
関
係
な
い
と
い
っ
た
人
間

が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
残
念
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り
は
、
一
部
の
人

た
ち
だ
け
で
は
、
決
し
て
実
現
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で

町
の
環
境
に
無
関
心
だ
っ
た
人
も
、

地
域
の
ご
み
拾
い
活
動
や
所
有
地
の

手
入
れ
な
ど
を
行
い
、
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
一
緒
に
な
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話

し
ま
す
。 

　

ご
み
が
、
落
ち
て
い
る
風
景
は
誰

に
と
っ
て
も
気
持
ち
の
良
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
ご
み
袋

や
不
法
投
棄
禁
止
看
板
な
ど
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

野
木
地
区
の
産
廃
中
間
処
理

施
設
を
視
察
し
ま
し
た

　

８
月
８
日
、
野
木
地
区
に
建
設
さ

れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施

設
を
、
野
木
地
区
住
民
代
表
と
町
に

て
視
察
し
、
事
業
者
に
地
域
住
民
と

共
存
で
き
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

事
業
者
は
、「　

月
中
に
操
業
開
始

１０

を
予
定
し
て
お
り
、
モ
デ
ル
施
設
と

し
て
オ
ー
プ
ン
的
な
事
業
運
営
を
目

指
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

１５１６１７１８年　　　度
１５１７１６１６実施日数　　【日】
２６３２８９２７３２５９延べ参加人数【人】

445544402592可燃ごみ（９０�袋）【袋】
265336290420不燃ごみ（９０�袋）【袋】
42333126可燃ごみ・不燃ごみ（軽トラック）【台】
55181414自転車【台】
3９191937テレビ【台】
43624647家電製品【台】
425250103タイヤ【本】

平成会のごみ拾い状況

月に１、２回不法投棄されたごみを回収

毎年６月に行われる不法投棄一斉監視の出発式

町環境美化にご協力ありがとうございます。

不法投棄禁止看板



水
害
に
備
え
て 

第
3
回
友
沼
川
西
地
区
避
難
訓
練

　

８
月
４
日
、
思
川
の
増
水
に
よ
り

堤
防
が
決
壊
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
が
、
友
沼
川
西
地
区
を
対

象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
出
水
期
に
お
い
て
の
災

害
に
対
し
、
万
全
を
期
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

関
係
住
民
は
迅
速
な
伝
達
と
避
難
方

法
を
、
町
職
員
等
は
避
難
誘
導
と
防

災
無
線
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
、
住
民　

人
、

７５

町
職
員　

人
、
町
消
防
団
第
１
分
団

３４

　

名
で
し
た
。

１３訓
練
内
容

①
水
防
本
部
の
設
置

　
【
防
災
無
線
で
各
班
へ
指
示
】

②
避
難
勧
告
の
発
令【
住
民
へ
伝
達
】

③
町
有
バ
ス
又
は
自
家
用
車
で
避
難

場
所（
友
沼
小
）へ

　
【
避
難
方
法
・
避
難
誘
導
】

④
消
防
団
に
よ
る
広
報
及
び
巡
回
活

　

動
⑤
土
の
う
作
り【
約
１
５
０
袋
】 

大
き
く
元
気
な
声
が 

全
国
に
流
れ
ま
し
た

　

８
月　

日
、
野
木
第
二
中
グ
ラ
ウ

１０

ン
ド
に
お
い
て
、
町
花
ひ
ま
わ
り
制

定　

周
年
記
念
・
町
体
育
協
会
設
立

３０

　

周
年
記
念
事
業
と
し
て
夏
期
巡
回

４０ラ
ジ
オ
体
操
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
長
野
信

一
先
生
の
体
操
指
導
や
、
幅
し
げ
み

先
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て
、

約
２
千
人
の
参
加
者
が
元
気
に
ラ
ジ

オ
体
操
を
行
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
朝
か
ら
、
多
数
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
会
場
整
理
な
ど

多
方
面
に
わ
た
り
協
力
し
て
く
だ
さ

り
、
ま
さ
に
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て

ラ
ジ
オ
体
操
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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↑
土
の
う
作
り

９月１日現在
　　人口 男 12,799人
　　 　　女 13,005人
　　 　　計 25,804人
　　世帯数　8,894

町の人口

今月の納期
町 県 民 税
固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料

第３期
第３期
第４期
第４期

運転は　あなたの顔です　心です

�
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

�
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

↑
避
難
所
と
な
っ
た
友
沼
小

爽やかな汗を流しました�

町内の救急出場

88
件

出場
件数８

月
累
計 81

人
搬送
人員

390
（87）

件

出場
件数

（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

351
（61）

人

搬送
人員

（増減）

町内の交通事故

11件数
８
月
累
計

0死者

13傷者

84
（4）

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

2
（1）

死者
（増減）

103
（-2）

傷者
（増減）



　ジャンケンの強い女の子に跳びあがって喜ぶ男の子。
男女の対比が現代的で、あどけない光景に感心して思
わずパチリ。

GGGGGGGaaaaaaalllllllllllllleeeeeeerrrrrrryyyyyyy
ギャラリー

平
成　

年　

月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ
（
４
３
３
号
）�
発
行　

野
木
町　
�
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係　

〒
３
２
９�
０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　
�
０
２
８
０（　

）４
１
１
７

１９

１０

５７

　文化祭で友人の作品を観て感動したのが
きっかけで平成８年に水彩画クラブ「パレ
ット」に入会しました。クラブの楽しい雰
囲気の中で、真瀬宏子先生による月１回の
熱心でユーモアのある指導を受けています。
　表現することの難しさを痛感しながら、
油絵では出せない透明感に魅せられて水彩
画を描き続けています。私にとって絵を描
いている時が一番幸せな時間です。この絵
は、孫たちの成長を願って、一生懸命描い
た作品です。

仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁とととととととととととととととととととと仁と剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛

水彩画 鈴木　美代子さん
Miyoko Suzuki

(卯ノ木１）

石川　善十郎さん
「勝運」

　首都圏でサラリーマン人生を送った後、「田舎でのんび
りリタイア生活を」と出身の福島に。「夜景がとっても
きれいな所だよ」とちょいご自慢。７５歳を機に息子さ
んと同居するために野木町に。今でも半年は福島、半
年は野木のダブルライフ。運転好きで福島へは今でも
愛車で往復８時間のドライブ。「慣れた道だからね」で
も、安全運転には十分注意を払う。
　健康にも気を使う。好きな日本酒は週１回と決め、
毎日１時間の散歩。自己流の体操も毎日欠かさず。
それに秘密の入浴法も実践中。愛用の帽子、お似合い
でしたよ。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴木木木木木木木木木木 一一一一一一一一一一鈴木　一雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄ささささささささささんんんんんんんんんんさん（（（（（（（（（（88888888882222222222歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳（82歳）））））））））））
（（（（（（（（（（友友友友友友友友友友西西西西西西西西西西（友西）））））））））））


